
ピアスの穴あけについての同意書 
中河原駅前皮フ科  

 

ピアスの穴あけをすることにより、下記の合併症・後遺症につきましては、「医療過誤」とはなり得ませんのでご了承 

ください。  

＜ピアス穴あけの流れ＞  

① 鏡を見て、穴の位置をご相談しながら決定し、マーカーで印をつけさせていただきます。 

② 穴のあける側の耳たぶをアイシングします。  

③ 専用の器具でピアスホールをあけます。  

④ 当院のピアスは、医療用ステンレスを使用しており、金属アレルギーが心配な方にもご使用いただけます。  

⑤ 施術が終わったら、会計後お帰りいただけます。  

＜注意事項＞ 

 □体質によっては、ピアス周囲の皮膚が赤く盛り上がったり、ピアス周辺にしこりができたりすることがあります。 

 □ピアスを留めているキャッチを強くしめすぎると、ピアスあるいはキャッチが皮膚の中に埋まってしまうことが 

あります。 

□耳の形には左右差があるため、ピアスホールの位置に多少のずれが生じる可能性があります。 

□ピアスの穴あけ後に出血することがあります。また、ピアスをつけている間は常に感染の可能性があります。 

□ピアスの穴をあけることにより炎症症状や化膿を起こすことがあります。そのような症状がみられた場合は 

外さずに受診してください。（保険診療） 

□感染等のトラブルが発生した場合、治療には別途料金が発生します。（保険診療）  

＜ピアス穴あけ後のケアについて＞ 

□施術当日は、入浴後にそのままシャワーをかける程度とし、翌日以降は入浴時にピアスを前後にゆっくり動かし

ながら、シャワーをかけてください。 

□朝昼晩 1 日３回当院が処方する抗生剤を内服してください。 

□ピアス穴の完成は体質によって異なりますが、1.5～2 か月位です。その間にピアスが外れてしまうと穴が 

塞がることがありますので外さないようにしてください。ピアス穴完成後、お好みのピアスを装着してください。 

 

ピアスの穴あけを行った場合について、十分に内容を理解しました。  

その上で、自己の責任において施術を受けることに同意します。 
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（ご本人が未成年の場合）保護者氏名                          

 

 

 


